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3月1日～7日は『子どもの予防接種週間』です
　子どもの病気は適切な年齢に、ワクチンを接種することで予防したり、重症化を防ぐことができます。

　３月 1 日～ 7 日の間は、診察時間の延長や土日診療をしている病院があります。ぜひ、この機会を利用し

て予防接種を済ませておきましょう。

●生まれてから小学校入学前までに必要な予防接種
ワクチン名 対象者と接種回数

ヒブ 生後 2カ月から 5歳未満（１～４回）
小児用肺炎球菌 生後２カ月から５歳未満（１～４回）
４種混合 １期：生後３カ月から７歳６カ月未満（３回）
Ｂ型肝炎 生後２カ月から１歳未満（３回）
ＢＣＧ 生後１歳未満（１回）
麻しん風しん
混合（ＭＲ）

１期：生後１歳以上２歳未満で、できるだけ早期に１回
２期：保育所年長児（相当）４月１日から３月３１日の期間で１回

水ぼうそう 生後１歳から３歳未満（２回）
日本脳炎 １期：生後６か月から７歳６か月未満（３回）
※ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチンは、初回接種開始の月齢によってその後の接種回数が異なります。

●小学生に必要な予防接種
ワクチン名 対象者と接種回数

日本脳炎 ２期：９歳から１３歳未満（１回）

２種混合 １１歳から１３歳未満（１回）

●中学生に必要な予防接種
ワクチン名 対象者と接種回数

子宮頸がん
12歳となる日の属する年度の初日
から 16歳になる日が属する年度末
日まで（3回）

注意事項
▼子宮頸がんワクチンは、現在接種の積極的勧奨が差し控えられていますが、希望者は公費負担で接種可能です。
▼接種される際には、必ず母子健康手帳と予診票を持参してください。接種間隔は接種医とご相談ください。
▼平成１７年度から２１年度にかけての接種の積極的勧奨の差し控えにより、日本脳炎の予防接種を受ける機会を逃した人（平
成７年４月２日～平成21年10月１日までの間に生まれた人）は、定期予防接種の対象になります。詳しくは下記までお問い
合わせください。

忘れていませんか？高齢者肺炎球菌ワクチン対象者の人へ平成29年度
対象者 生年月日

65 歳になる人 昭和 27年 4月 2日～昭和 28年 4月 1日生まれ
70歳になる人 昭和 22年 4月 2日～昭和 23年 4月 1日生まれ
75歳になる人 昭和 17年 4月 2日～昭和 18年 4月 1日生まれ
80歳になる人 昭和 12年 4月 2日～昭和 13年 4月 1日生まれ
85歳になる人 昭和 7年 4月 2日～昭和 8年 4月 1日生まれ
90歳になる人 昭和 2年 4月 2日～昭和 3年 4月 1日生まれ
95歳になる人 大正 11年 4月 2日～大正 12年 4月 1日生まれ
100 歳になる人 大正 6年 4月 2日～大正 7年 4月 1日生まれ

▼対象者の人には、高齢者肺炎球菌ワクチン受診券を昨年3月に送付しています。接種を希望される人は、平成
30年3月31日までに受けてください。通院中の人はかかりつけ医にご相談ください。
▼対象となる年度においてのみ、費用助成が受けられます（自己負担額3000円）。
▼受診券を紛失した場合は、再発行しますのでご連絡ください。
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す
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梗
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収
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一
方
、
血
管
は
血
圧

が
上
が
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高
い
圧
に
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え
な
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と
い
け
ま
せ

ん
が
、
動
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硬
化
が
進

ん
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血
管
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冬
は
寒
い
の
だ
か
ら
、

血
圧
が
上
が
る
の
は
防

ぎ
よ
う
が
な
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
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で
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上
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で
は
、
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予
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た
め
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ょ
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に
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。

　

日
本
の
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つ
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す
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た
め
、
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お
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が
多
く
、
大
変

危
険
で
す
。
昔
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イ
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外
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れ
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。
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が
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た
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館
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で
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も
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く
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で
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た
。

　

つ
ま
り
、
で
き
る
だ
け

家
全
体
を
暖
め
る
こ
と
、

特
に
ト
イ
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は
寒
い
上
に

い
き
む
と
二
重
に
血
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を

上
げ
る
の
で
、
ト
イ
レ
の

中
に
も
電
気
ス
ト
ー
ブ
を

入
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
ま
た
、
お
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の
脱
衣
所
も
寒
く
な
ら
な

い
よ
う
に
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を
入
れ
ま

し
ょ
う
。
朝
、
ふ
と
ん
か

ら
出
る
と
き
は
タ
イ
マ
ー

で
起
き
る
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の
前
か

ら
暖
房
を
入
れ
部
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を

暖
か
く
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

急
に
寒
く
な
る
こ
と

が
な
い
か
、
自
分
の
生
活

を
見
直
し
て
対
策
を
立

て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

自
分
の
生
活
の
中
で
い
つ

血
圧
が
高
く
な
っ
て
い
る

の
か
、
何
を
し
て
い
る
と

き
に
血
圧
が
上
が
っ
て
い

る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
主
治
医
の
先

生
と
相
談
し
て
24
時
間

血
圧
計
を
用
い
て
調
べ
て

く
だ
さ
い
。
生
活
習
慣
の

問
題
点
を
調
べ
、
修
正
し

て
い
く
こ
と
が
重
大
な
病

気
か
ら
身
を
守
る
最
良

の
方
法
で
す
。

日野病院の孝田雅彦病院長が、さまざまな病気や健康について、その予防法や健

康に過ごすための豆知識などお役立ち情報をお届けします。

日野病院

病院長コラム
日野病院  病院長　孝田　雅彦　

第１5 回 急 な 寒 さ は 万 病 の 元

寒
さ
が
血
圧
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か

寒
さ
か
ら
血
圧
を
守
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
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家
庭
で
で
き
る
血
圧
対
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。
家
全
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が
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見
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し
、
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大
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病
気
か
ら
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を
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